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施行方式・事業主体・施行区分の検討

有料事業許可

供 用

＜取組みの充実内容＞

・地方公共団体からの意見 （施行方式への意見）

・高速会社からの意見 （有料事業投資への意向）

・第三者委員会からの意見（事業主体・施行区分への意見）

・事業進捗情報の公表 （直轄が毎年度公表）

・事業評価の責任分担の明確化（直轄がとりまとめを実施）

・有料投資額の管理

投資額の変更（約1割以上）が見込まれる場合、事業評価部会の
意見を再聴取

※3年毎及び事業費の増加が見込まれる場合は再評価を実施する
こととなっている

［社整審 道路分科会 事業評価部会］

・大都市圏の環状道路など、周辺ネットワークを有効に活用するために有料とすることが望
ましい一般国道において、有料道路事業を活用するに際しては、今後、事業の責任分
担やプロセスを明確化するための取組みを充実する

一般国道での有料道路事業の活用に際しての取組みの充実について

H23.5.27 社会資本整備審議会 道路分科会 第3回事業評価部会 資料抜粋

２



社会資本整備審議会道路分科会国土幹線道路部会（抜粋）
高速道路の安全性､信頼性や使いやすさを向上する取組 基本方針（Ｈ２９．１２．２２）

２．高速道路の安全性、信頼性や使いやすさを向上する取組
（３）施策の具体的な提案

１）利用者の安全確保
①暫定2車線区間の対策

・ 本部会による中間答申(平成27年7月）でも指摘しているとおり、高速道路における暫定2車線区間については、諸外国にも例を見ない特殊な構造で
あり、対面交通の安全性や走行性、大規模災害時の対応、積雪時の狭隘な走行空間を考慮して、その状態を長期間存続すべきではない。

・ 暫定2車線で供用中の区間については、速度や時間信頼性の低下、事故防止の観点に加え、通行止めが多い区間における信頼性向上や災害時
のリダンダンシー確保等の観点からも、4車線化を推進すべきである。加えて、ネットワークの機能拡充による生産性向上の視点も踏まえれば、圏央
道など大都市圏周辺の高速道路等については早急に4車線化を推進すべきである。

・ しかしながら、財源の制約等の課題もあるため、最新データを用いつつ、走行速度が部分的に低下している区間の効果的な付加車線の設置や3車
線運用など、道路を賢く使う観点を踏まえながら、本来の機能を確保するための工夫が重要である。

３．施策の進め方について

（１）「安全・安心計画（仮称）」の策定

・ 基本方針で提案した高速道路の安全・安心に係る具体的な施策を計画的かつ着実に推進するため、国において、無料区間を含め、高速道路（高
規格幹線道路及びその他の高速道路会社管理道路）を対象とし、「安全・安心計画（仮称）」として中期的な整備方針をとりまとめることを提案する。
その上で、毎年の事業実施計画に反映して、コスト縮減等の経営努力や現下の低金利状況等を活用しつつ、暫定2車線区間の4車線化や耐震対策
などを一刻も早く進めるべきである。

・ 有料道路において、事業費の見直しの対応や暫定２車線区間での４車線化、付加車線設置等については、従前より、高速自動車国道では利用者
負担により進めてきたところである。高規格幹線道路である一般国道の暫定２車線区間においても、渋滞等により有料道路としてのサービスを十分
に発揮できていない路線については、交通状況を勘案し、優先度を明確にした上で、利用者負担により早期に４車線化等を推進すべきである。

・ 無料の高速道路の暫定2車線区間においては、新直轄区間でのワイヤロープの設置など交通安全対策に係る制度を設けるとともに、安定的・持続
的な予算の確保に努力しながら必要な整備を進めるべきである。その際、4車線化等の整備については、渋滞緩和や時間信頼性向上など広く利用
者の利便性向上に寄与することから、負担の公平性や将来の維持管理に係る税負担を軽減する観点より、並行する一般道の有無など周辺ネット
ワークの状況や整備の経緯等を踏まえつつ、地域の意見を聴取した上で、利用者負担（有料事業）により整備し、ETCにより効率的に料金を徴収す
る方式を導入して取り組むべきである。

（２）負担のあり方

３



＜金利負担軽減の活用等＞

西回り区間 約７７ｋｍ 東回り区間 約７６ｋｍ

【H30開通予定】

高規格幹線道路（事業中）

開通済

事業中

： IC

： JCT

高規格幹線道路

注) IC･PA名は仮称（開通済部分を除く）

（開通済）

： SA・PA

： スマートIC

【H31開通予定】

【H31開通予定】

【現行２車線
⇒速度低下箇所

に付加車線設置】

新名神高速道路

＜開通時期＞
未定 ⇒ H36年度開通見込み

（用地取得等が順調な場合）

＜開通時期＞
未定

⇒ H36年度開通見込み
（用地取得等が順調な場合）

【用地難航箇所】
【整備加速】

＜開通時期＞
未定⇒
H34年度から順次開通見込み
（H36年度全線開通見込み）

【整備加速】

2車線 4車線 6車線

開通済

事業中

調査中

凡　　例

○ ○ ○ ○ ○ ○

大栄JCT

＜４車線化開通時期＞
未定 ⇒ H34年度から順次開通見込み

（H36年度全線開通見込み）

境古河IC

大型物流施設・国際空港等が立地する圏央道の整備加速 ⇒ 物流効率化と民間投資の誘発による生産性向上
＜事業(例)＞

大都市圏環状道路等の整備加速

現下の低金利状況を活かし、財政投融資を活用して、①大都市圏環状道路等の整備加速による生産
性の向上、②橋梁の耐震強化対策の加速による安全・安心の確保を行う。

超長期（40年）・固定
の財政融資1.5兆円
の追加等

高速道路保有機構
：1兆円程度の
金利負担の軽減

⇒債務引受余力が増大

高速道路会社：投資余力が増大
（財投活用による整備加速予定箇所）

○圏央道・東海環状等の整備加速

○橋梁の耐震強化対策の加速
・地震発生確率26％以上の地域の橋梁

・圏央道（久喜白岡JCT～大栄JCT） ４車線化など

※今後30年間に震度6弱以上の
揺れに見舞われる確率

【整備加速】

＜開通時期＞
未定
⇒ H36年度開通見込み

（用地取得等が順調な場合）

【現行２車線 ⇒ ４車線化事業】

首都圏中央連絡自動車道 約３００ｋｍ 東海環状自動車道

（平成２９年１２月１８日公表）

上記の他、暫定２車線で開通している高速道路（一般国道）のうち、
渋滞している区間の４車線化に取り組む。４
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0
銚子

（千葉県）

八戸

（青森県）

松浦

（長崎県）

石巻

（宮城県）

枕崎

(鹿児島県)

２．課題

１．事業概要

・圏央道のミッシングリンク解消により、沿線地域のものづくり産業の活性化や競争力強化を支援
・高速ネットワークの概成により、水産業や観光産業を支援し、地域活性化に寄与

・起終点：千葉県成田市吉岡

～千葉県山武市松尾町谷津
・延長等：18.5km

(第1種2級、4車線、設計速度100km/h)

・車線数：暫定２車線
・全体事業費：約760億円
・計画交通量：約17,300台～約20,700台/日

ち ば な り た きちおか

ち ば さ ん む ま つ お ま ち や つ

乗用車 小型貨物 普通貨物

約9,800台/日
～約11,400台/日

約1,300台/日
～約1,700台/日

約6,100台/日
～約7,600台/日

○銚子漁港⇒宇都宮中央卸売市場の所要時間

【現況】 177分 → 【整備後】 157分 （約20分短縮）

３．整備効果

【成田空港・圏央道沿線地域
基本計画(H27.4)に位置付け】

①ミッシングリンクの存在による経済活動の停滞

・成田空港の港別貿易額（輸出入の合計額）は日本一を誇り、
輸出額の約２割は精密電子機器。（１．９兆円/年） （図3、図4）

・圏央道沿線の茂原市は、精密電子機器製造品等の出荷額が
千葉県内で最も多いが、成田空港への高速ネットワークの未
接続により物流効率化に課題。（図5）

効果２ 成田空港と中房総以南地域の
観光地のアクセス性向上[◎]

・訪日外国人が期待する自然・景勝地を有する中房総以

南地域へのアクセス性向上により、観光周遊の活性化を

支援。（図12、図13）

効果１ 物流効率化を支援[◎]
・成田空港へのアクセス性が向上し、ものづくり産業の活性化や競争力強化を支援。（図10）

・銚子漁港から北関東や東北方面へのアクセス性が向上し、販路拡大が期待。

水産業の活性化を支援。（図11）

・銚子漁港におけるサバ類の上場水揚額は日本一。築地市場の
千葉県産サバ類の取扱額は年間約4.8億円でシェア１位。（図6、図7）

・一方で、宇都宮市中央卸売市場の取扱額は年間６百万円に留まっ
ており、背後の北関東地域や東北方面への市場拡大、より付加価
値の高い市場選択性が限定的。（図7）

図６ 漁港別サバ類の上場水揚額

（億円）

図２ 事業位置図

ちば けん なりた し きちおか

（起）千葉県成田市吉岡

ちば けん さんむ し まつおまち やつ

（終）千葉県山武市松尾町谷津

けんおうどう

圏央道
たいえい よこしば

（大栄～横芝）
延長18.5km

4車線

成田空港

銚子漁港
多古町

成田市

銚子市
旭市

東庄町

山武市

東金市

千葉市緑区

千葉市若葉区

八街市

佐倉市

印西市

栄町

芝山町

横芝光町

匝瑳市

香取市

酒々井町

富里市

大栄JCT

松尾横芝IC

（主）成田小見川
鹿島港線IC（仮称）

国道296号IC
（仮称）

N

○成田空港⇒チバニアンの所要時間

【現況】 83分 → 【整備後】 62分 （約22分短縮）

【第２次観光立県ちば推進基本
計画(H26.3)に位置付け】

○茂原市⇒成田空港の所要時間

【現況】 78分 → 【整備後】 54分 （約24分短縮）

凡例

高規格道路

国 道

出典：水産物流通調査（H27）

図７ 築地市場、宇都宮市場における
千葉県産のサバ類の取扱額

出典：宇都宮市中央卸売市場統計年報（H28）、築地市場統計（H28）

築地市場
37.4億円

宇都宮市場
0.6億円

千葉県産
4.8億円（13％）

千葉県産
6百万円（10％）

静岡県

三重県

東京都
その他

東京都

宮城県
宮崎県

図１１ 高速ネットワークの形成

銚子漁港

圏央道
(大栄~横芝) 千葉県

宇都宮中央
卸売市場

E4

C4

E6

E50

高速ネット
ワークを
形成

②広域的な集客力の向上

・千葉県内の観光入込客数は増加傾向
であるが、中房総以南地域においては
ほぼ横ばい。（図8）

・成田空港を利用する外国人客数は
、東日本大震災（H23）以降着実に
増加。（図9）

・圏央道の開通区間は東関東道と未接続
であり、県内観光地の周遊には不利。

図９ 成田空港の外国人
旅客数の推移

出典：成田空港公表資料(外国人の国際線利用者を集計)

航
空
旅
客
数
（百
万
人
）

着実に増加

図１２ 訪日外国人の
日本観光への期待

出典：訪日外国人の消費動向（平成28年 年次報告書）

日本食 26.0％

自然・景勝地観光
16.4％ショッピング

14.4％

温泉
8.1％

テーマパーク
6.3％

その他 28.8％

図１３ 中房総以南地域への
周遊観光ネットワークの形成

千葉県

圏央道

（大栄～横芝）
たいえい よこしば

けんおうどう

図１ 広域図

図３ 港別貿易額の推移
出典：全国開港別貿易額表（神戸税関）

成田空港

東京港

名古屋港

横浜港

関西空港

貿
易
額
（兆
円
）

図４ 成田空港の輸出内訳
出典：東京税関貿易統計（H28）

輸出額
9.6兆円

精密電子機器が
約２割を占める

電気回路等の機器3.7％

電気計測機器 2.8％

化学製品
（医薬品など）

8.8％

その他の機械類・輸送用機器
（映像機器・通信機など）

15％

その他
39％

原動機 2.3％

事務用機器 2.2％

原料別製品
（非鉄金属など）

6.1％

精密電子機器
19.8％

図５ 精密電子機器製造品等出荷額（千葉県）
出典：工業統計（H26）※電子部品・デバイス・電子回路製造業

（億円）

茂原市
738億円

松戸市
375億円

市原市
298億円

その他
241億円

９９

４２ ３８ ３０ １８

0

5,000

10,000

15,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

図８ 千葉県地域別
観光入込客数の推移

出典：千葉県観光入込調査報告書

観
光
入
込
客
数
（
万
人
）

中房総以南地域

その他千葉県 13,139

4,626 鋸山
（鋸南町）

鴨川シーワールド
（鴨川市）

チバニアン
（市原市）

E14

CA

E6

千葉県

成田空港大栄JCT

木更津JCT

松尾
横芝IC

圏央道
(大栄~横芝)

E14

C4

C4

中房総以南地域

製
造
業

水
産
業

成田空港・圏央道沿線
地域基本計画における
産業の集積区域

成田国際空港

圏央道
（大栄～横芝）

茂原市

図１０ ものづくり産業の支援

企業立地重点促進区域

圏央道沿線の工業団地

千葉テクノグリーンパーク

圏
央
道

東金ＪＣＴ

千葉東金道路

一般国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道（大栄JCT～松尾横芝IC）の事業概要
まつおよこしばたいえい

※計画交通量は、H17一般交通量調査に基づく推計値

５
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現状 全線開通後

・起終点：岐阜県山県市西深瀬～岐阜県揖斐郡大野町下磯

三重県いなべ市北勢町～三重県いなべ市大安町

・延長等：25.8km

・車線数：暫定２車線

・全体事業費：関広見～新四日市 6,980億円

・計画交通量：約23,500～約28,300台/日

１．事業概要

２．課題

３．整備効果
東海環状自動車道

（(仮称)高富～
(仮称)大野・神戸）
19.2km

東海環状自動車道
（(仮称)北勢～(仮称)大安）

6.6km

Ｎ

①環状道路の未整備により効率的な
経済活動に支障

・環状道路が未整備のため、中京圏
の主要都市間の所要時間が長く、
物流など地域の経済活動に支障。 効果② 高速道路の渋滞緩和

・環状道路の分散導入・バイパス・
迂回機能により、東海環状自動車
道内側の主要渋滞箇所の回避、高
速道路の損失時間減少が期待。

■中京圏の環状道路が未整備のため、地域のポテンシャルが十分発揮
できていない

③南海トラフ地震による災害リスクが想定される地域
・地震により強震動（震度６強以上）や海抜ゼロメートル地帯等への津波被
害が想定。広い地域が被災し、広域支援に支障が出る恐れ。

出口
本線

主要渋滞箇所
（東環内側の高速上）

効果③ 災害に強い道路機能の確保
＜中部版「くしの歯作戦」＞

・東海環状自動車道は、災害リスク
が高い地域を回避するルート・構
造で計画。

・被災地域を支援する「くしの歯」
の軸に接続する高速ネットワーク
が複数確保され、災害時の広域支
援に寄与。

東海環状自動車道内側の主要渋滞箇所 東海環状自動車道内側の渋滞緩和効果

※東海環状道路内側の高速道路を対象に、H42交通量推計より渋滞損失時間を算出

「くしの歯作戦」のイメージ

ぎ ふ やまがた にしふかせ ぎ ふ い び おおの しもいそ

（第1種第2級 設計速度：100km/h）

出典：「中部版 くしの歯作戦」（平成２９年５月改訂版）出典：地震ハザードステーション（防災科学技術研究所）

海抜ゼロメートル地帯

標高値 (T.P.)

3700m

200m

30m

7m

5～7m
3～5m

2～3m

1～2m

海抜0m以下

強震動予測地域

出典：全国地震動予測地図（地震調査研究推進本部）

地震発生確率(%)
26～100
6～26
3～6
0.1～3
0～0.1

み え ほくせい み え だいあんちょう

分散導入機能 バイパス機能 迂回機能

②高速道路での渋滞が発生
・東海環状自動車道の内側において、高
速道路本線６箇所、出口２１箇所の主要
渋滞箇所が存在。

効果① 企業立地の促進
・環状道路の整備により主要都市のアクセス性が向上。民間投資が喚起され、沿線
の開発拡充による地域経済の活性化が期待。

沿線市町の工業団地

出典：自治体調査結果（平成29年1月時点）

工業団地（H12迄完成：41箇所）

工業団地（H13以降完成：26箇所）

沿線工業団地の従業者数の伸び

2.0 

5.6 

0
2
4
6
8

H12 H27

従
業
者
数
（
万
人
）

東回り開通
（H17.3）

東回り全線
工事着工

約3.6万人
増加

沿線市町の法人税収の伸び

399 
625 

1.00 
1.56 

1.010
200
400
600
800

H12 H27

法
人
税
収
（
億
円
）

沿線

全国

法人税収

伸び

出典：自治体調査結果（平成29年1月時点）

出典：地方財政状況調査（総務省）

損
失
時
間
（
万
人
時
間
／
年
）

1,750

約２１％減

～～

2,210

0

沿線市町の工業団地と主要都市間所要時間

工業団地（H12迄完成：41箇所）

岐阜県

愛知県
一宮JCT

東
海
環
状
自
動
車
道

東
海
環
状
自
動
車
道

土岐JCT

美濃関JCT

養老JCT

新四日市JCT

豊田東JCT

未整備

一般国道４７５号 東海環状自動車道（高富～大野・神戸、北勢～大安）の事業概要
ほくせいたかとみ おおの ごうど だいあん

※計画交通量は、H17一般交通量調査に基づく推計値

乗用車 小型貨物 普通貨物

約15,600台/日
～約16,100台/日

約2,800台/日
～約3,800台/日

約4,600台/日
～約8,800台/日

６



全体評価 ：土岐JCT～美濃加茂ICの一部区間において、著しい速度低下が発生している状況から、付加車線の設置が必要

みのかもとき

（外回り）

（内回り）

みのかもとき

交通量（台/日）

渋滞（回）

事故（件）

0

100

200

300

404142434445464748495051525354555657585960

0.7%

サグサグ サグ

1.6%0.7%3.0%0.3%1.1%
3.0%0.5%

1.8%0.5%

2.2%3.0%1.3%1.4%2.1%0.3%2.1%0.5%0.5%0.5%

※交通量は過去3ヶ年（H26年～H28年）平均、渋滞回数・事故件数は過去3ヶ年（H26年～H28年）累計。
※事故件数は死傷事故件数。＜道路構造＞

＜付加車線＞ 設置間隔：3.1km～6.5km（平均5.2km）、設置延長：0.7km～1.6km（平均1.1km）

（
交
通
の
状
況
）

（
構
造
の
確
認
）

（
付
加
車
線
の
状
況
）
（
速
度
低
下
）
（
中
央
突
破
事
故
）

L=1.6km
6.5km間隔

延長
6.0km 3.1km

L=0.7km L=1.3km L=0.7km

縦
断
図 ※ ：速度低下の一因となるサグ

※着色箇所は、目標サービス水準（速度低下率25％未満）を満たさない箇所

※中央突破事故は総事故件数で、過去3ヶ年（H26年～H28年）累計。

美濃加茂 可児御嵩 五斗蒔

＜交通状況＞

：速度低下箇所

美濃加茂SA

美濃加茂

可児御嵩

土岐JCT

五斗蒔PA

スマートIC

（外回り）

（内回り） ×

×

× ×

×× ×

×

一般国道４７５号 東海環状自動車道の付加車線について

9,600 12,100 13,500

3 17 0

3 2 1

上り坂

７



近畿圏の高速道路ネットワーク関係
H29.12.22近畿圏の新たな高速道路料金に関する具体方針（案）改定を加工
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天理IC
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交野南IC

助松J

堺J

美原J

りんくうJ

須磨IC

布施畑J

伊川谷J
阪神高速

名 神

中国道

近

畿

道

道

和

阪

西宮山口J

関空道

新名神

舞鶴若狭道

山陽道

第二神明道路

神戸淡路鳴門道

山麓BP

六甲北有料道路

第二阪奈
有料道路

守口J

豊中IC

郡山下ツ道J

川西IC

宇治田原IC

三宅西
三宝J

橿原北IC

橿原高田IC

御所IC

五條北IC

八幡京田辺J

高槻J

大津J

有馬口J

海老江J

南
阪
奈
道
路

箕面有料道路

奈良IC

からと西 からと東

神戸西IC

名谷J

垂水J

壱分R

西名阪道

阪神高速

松原J

関空連絡橋

吉川Ｊ

草津J

三木J

神戸J

京滋BP

中国豊中IC

京都縦貫
自動車道

名阪国道

注）南阪奈有料道路、堺泉北有料道路、第二阪奈有料道路、阪神高速・京都線の
油小路線・斜久世橋、及び南阪奈道路は全国路線網に編入する

注）事業中のＩＣ・ＪＣＴ名には仮称を含む

第二神明道路
⇒ 平成30年度内に料金を対距離化

堺泉北有料道路
⇒ 平成３０年４月１日にネクスコ西日本に移管

南阪奈有料道路
⇒ 平成３０年４月１日にネクスコ西日本に移管

第二阪奈有料道路
⇒ 平成31年度以降ネクスコ西日本に移管し、料金を対距離化

京都線（新十条通）
⇒ 平成３１年４月１日に無料に（京都市に移管）

京都線（油小路線・斜久世橋）
⇒ 平成３１年４月１日にネクスコ西日本に移管

永井谷J
石ヶ谷J

久御山淀IC

Ｃ
（点線は整備中区間）

: 大都市近郊区間外の高速国道等

: 移管対象路線

: 高速国道の大都市近郊区間と概ね同じ

: 高速国道の大都市近郊区間と概ね同じ
（激変緩和措置）

神戸西バイパス
⇒有料事業化

新
規

事
業
化

6.1
km

6.3
km

12.4
km事

業
中

大
和
北
道
路

有
料
事
業
化

⇒

6.9km

８



整理・統一※※

円/km

普通車
全線利用

36.6注1

[29.52]注2

高速自動車国道
（大都市近郊区間）

阪神高速（阪神圏）
＜510円～930円＞

（6km毎に約100円増）

など

＜510円×2区間＞

近畿道（吹田～松原）（28.4km）
阪和道（松原～岸和田和泉）（22.6km）

＜510円×2区間＞

西名阪道（天理～松原）（27.2km）
＜410円×2区間＞

均一料金区間等 対距離化※※

Ａ

Ｂ

都心部

Ｃ

枚方学研

阪神高速
環状線 ＢＡ Ｃ

料金

引下げ

1,610円
1,690円

2,060円

阪神高速
環状線

第二京阪
枚方学研IC の場合

（注）料金は普通車の場合

①料金水準を現行の高速自動車国道の大都市近郊区間を基本とする対距離制を導入し、車種区分を５車種区分に統一する。

②阪神高速については、関係自治体の提案を踏まえ、淀川左岸線延伸部及び大阪湾岸道路西伸部の整備に必要な財源確保の観点から、
有料道路事業について、事業費の概ね５割を確保するために、様々な工夫を行いつつ、必要な料金を設定する。

③高速道路会社と一体的なネットワークを形成している路線で、地方道
路公社等の管理となっている区間は、合理的・効率的な管理を行う観
点から、地方の意向を踏まえ、高速道路会社での一元的管理を行う。

○ 大阪府道路公社・南阪奈有料道路及び堺泉北有料道路

ネクスコ西日本に移管 （平成31年4月）

④ 大阪及び神戸都心部への流入に関して、交通分散の観点から、

経路によらず起終点間の最短距離を基本に料金を決定する。

○ 阪神高速・京都線の新十条通

京都市に移管して無料に （平成31年4月）

（２）管理主体の統一も含めた継ぎ目のない料金の実現

＜ ＜

＝ ＝

ＢＡ Ｃ

ＢＡ Ｃ

（１） 料金体系の整理・統一とネットワーク整備

○ 阪神高速・京都線の油小路線・斜久世橋

ネクスコ西日本に移管 （平成30年4月）

注1） 高速自動車国道（大都市近郊区間）は、名神高速の例

注2） 消費税及びターミナルチャージを除いた場合の料金水準

※１ 物流への影響等を考慮し、上限料金を設定するなど激変緩和措置を実施
※２ 淀川左岸線延伸部及び大阪湾岸道路西伸部等周辺ネットワークの整備に必要な財源確保

のため、関係自治体の提案を踏まえ、様々な工夫を行いつつ、必要な料金を設定

47.0

13.2

※２ ※２※２

※１
※※ 激変緩和措置を実施

第
二
神
明

名
神
・中
国
道
な
ど

高
速
自
動
車
国
道

（大
都
市
近
郊
区
間
）

近
畿
道

阪
和
道

西
名
阪
道

阪
神
高
速

(

阪
神
圏
）

第
二
京
阪

第
二
阪
奈

24.6注2

高速自動車国道
（普通区間）

61.2

第二神明（明石西～月見山）（24.3km）
＜110円、210円 計2区間＞

第二阪奈（西石切～宝来）（13.4km）
＜620円、260円 計2区間※＞

※2区間利用の場合は820円

○ 大阪府・奈良県道路公社の第二阪奈有料道路

ネクスコ西日本に移管 （平成31年度以降）

平成２９年１２月 具体方針（案）の改定

近畿圏の高速道路を賢く使うための料金体系 （平成29年6月より導入）
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三宅西
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松原J

関空連絡橋

吉川Ｊ

草津J

三木J

神戸J

京滋BP

中国豊中IC

京都縦貫
自動車道

名阪国道

永井谷J
石ヶ谷J

久御山淀IC

京
都
線

堺泉北
有料道路

注)

南
阪
奈
有
料
道
路

八幡京田辺J

近畿圏の新たな料金の具体例（大阪府・奈良県内）

【小瀬R→宝来R (6.0km)】

現 行
新料金

（対距離）

260円 460円

新料金
（激変緩和後）

260円

【西石切IC→宝来R (13.4km)】

現 行
新料金

（対距離）

820円 700円

新料金
（激変緩和後）

700円

【西石切IC→中町R (10.5km)】

現 行
新料金

（対距離）

820円 600円

新料金
（激変緩和後）

600円

注）料金はETC車（普通車）の場合
注） ＜＞内は非ETC車（普通車）
注）「新料金（対距離）」の第二阪奈有料道路は(250+29.52L）×1.08で算出
注）現行の割引は廃止
※ 中町ランプに料金収受施設が設置されるまでは、700円

＜700円＞

＜260円＞

＜700円＞

西名阪自動車道

近畿自動車道

第二阪奈有料道路

門真Ｊ

東大阪Ｊ

松原Ｊ

郡山下ツ道Ｊ

奈良IC

木津IC

西石切IC

宝来R

中町R

小瀬R

○第二阪奈有料道路をネクスコ西日本に移管する

○債務の確実な償還の視点等も踏まえ、現行の割高な第二阪奈有料道路の料金水準を大都市近郊区間の
料金水準に引き下げる

※

Ｃ

: 高速国道の大都市近郊区間と概ね同じ

: 大都市近郊区間外の高速国道等

: 高速国道の大都市近郊区間と概ね同じ
（激変緩和措置）

（点線は整備中区間）
: 移管対象路線

H29.12.22近畿圏の新たな高速道路料金に関する具体方針（案）改定 資料抜粋
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美原J

りんくうJ

須磨IC

布施畑J

伊川谷J
阪神高速

名 神

中国道

近

畿

道

道
和

阪

西宮山口J

関空道

新名神

舞鶴若狭道

山陽道

第二神明道路

神戸淡路鳴門道

山麓BP

六甲北有料道路

第二阪奈
有料道路

守口J

豊中IC

郡山下ツ道J

川西IC

宇治田原IC

三宅西
三宝J

橿原北IC

橿原高田IC

御所IC

五條北IC

高槻J

大津J

有馬口J

海老江J

南
阪
奈
道
路

箕面有料道路

奈良IC

からと西 からと東

神戸西IC

名谷J

垂水J

壱分R

西名阪道

阪神高速

松原J

関空連絡橋

吉川Ｊ

草津J

三木J

神戸J

京滋BP

中国豊中IC

京都縦貫
自動車道

名阪国道

永井谷J
石ヶ谷J

久御山淀IC

京
都
線

堺泉北
有料道路

注)

南
阪
奈
有
料
道
路

八幡京田辺J

新料金
（激変緩和後）

150円

現 行
新料金

（対距離）

実質無料 340円

＜150円＞※

【明石西IC→須磨IC (23.0km)】

現 行
新料金

（対距離）

320円 900円

新料金
（激変緩和後）

480円

【長坂IC→須磨IC (7.5km)】

現 行
新料金

（対距離）

210円 400円

新料金
（激変緩和後）

200円

注）料金はETC車（普通車）の場合
注） ＜＞内は非ETC車（普通車）
注）「新料金（対距離）」の第二神明道路は(150+29.52L）×1.08で算出
注）現行の割引は廃止
注）短距離利用の促進により並行一般道の渋滞削減等を図る観点から、利用距離が4.7km以下

（１区間利用に限る）であれば下限料金（110円）で利用できる措置を行う
注） 並行する一般道の沿道環境改善などのため、大型車及び特大車について深夜割引（3割）を導入
注） ５車種区分への統一にあたっては負担増などを考慮して段階的に実施

（第二神明については、中型1.07、大型車1.55とする（平成33年度まで））
※ 料金所の設置後に徴収

＜410円＞

＜480円＞

【玉津IC→大蔵谷IC (5.5km)】

【高丸IC→須磨IC (5.5km)】

現 行
新料金

（対距離）

210円 340円

新料金
（激変緩和後）

150円

＜410円＞

※

第二神明道路における
渋滞回数100(回/年)以上の箇所

○第二神明道路については、大都市近郊の水準を基本とするが、当面、普通区間を目安に料金水準および上限
料金を設定

本州四国
連絡道路

第二神明道路

三木Ｊ

箕谷Ｊ

明石西IC
布施畑Ｊ

須磨IC

長坂IC

垂水Ｊ

永井谷Ｊ

石ヶ谷Ｊ

玉津IC

名谷IC・J

高丸IC

大蔵谷IC

伊川谷Ｊ

Ｃ

: 高速国道の大都市近郊区間と概ね同じ

: 大都市近郊区間外の高速国道等

: 高速国道の大都市近郊区間と概ね同じ
（激変緩和措置）

（点線は整備中区間）
: 移管対象路線

近畿圏の新たな料金の具体例（兵庫県内）

H29.12.22近畿圏の新たな高速道路料金に関する具体方針（案）改定 資料抜粋
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起
点

神戸西BP未開通区間で
渋滞が多発（年間９８２回）

・起終点：兵庫県神戸市西区伊川谷町 ～ 兵庫県明石市大久保町
・延長等 ：６．９ｋｍ

（第1種第3級、設計速度:80 km /h（専用部））

（第3種第2級、設計速度:60 km /h（一般部））

・車線数 ：4車線（専用部）、2車線（一般部）
・全体事業費：約800億円
・計画交通量：約51,900台／日

ひょうごけんこうべし にしく いかわだにちょう ひょうごけんあかしし おおくぼちょう

１．事業概要

２．課題

３．整備効果
① 未整備区間による経済活動の停滞

② 交通混雑に起因する交通事故が多発

■神戸西部地域では沿岸部の道路ネットワークに交通が集中し地域のポテンシャルが
十分発揮できていない状況

効果① 物流効率化による経済の活性化
・兵庫県内の人口及び事業所の約半数が
阪神・播磨地域に集中。（図１・２）

・神戸西バイパスは、阪神地域と播磨地
域を連絡する道路の一部であるが、神
戸市永井谷JCT～明石市石ヶ谷JCT間が
未整備。（図３）

・神戸西バイパス未整備区間と並行する
第二神明道路は、交通容量を超過した
交通が発生しており、年間９８２回の
渋滞が発生。（図４）

・第二神明道路は、他の自動車専用道路と
比較して死傷事故率が高く、全国平均の
２倍以上。（図５）

・事故内容では、交通混雑が原因と考えら
れる追突事故が約８割を占める状況。

・第二神明道路は、天候や事故等が原因の通行止・通
行規制が多く、事故等による通行規制時には迂回路
が無いため、並行する一般道に交通が集中。（表
１・図６）

・第二神明道路寸断時は、並行する国道2号が代替ルー
トとなるが、国道2号で著しい渋滞が発生。

効果② 交通事故の削減

効果③ 通行規制時の代替路の確保

・神戸西バイパス（永井谷～石ヶ谷）の整備に
より、代替路の確保が可能となり、交通事故
等による第二神明道路通行規制時の一般道の
交通集中が緩和。

第二神明道路
103,668台/日
混雑度：1.46

神戸西バイパス
（永井谷～石ヶ谷）

第二神明道路
64,776台/日

阪神高速北神戸線
28,896台/日

垂水
JCT

神戸西バイパス
7,834台/日

断面交通量：約10万台/日

断面車線数：12車線

断面交通量：約10万台/日

断面車線数：4車線

第二神明道路
82,492台/日
混雑度：0.86

石ヶ谷
JCT

伊川谷
JCT

永井谷
JCT

図３ 兵庫県沿岸部の道路ネットワーク

H27～28
通行止め 車線規制

回数 時間（ｈ） 回数

雨 1 22 0

事故 3 8 635

工事 1 7 1,495

故障車 0 0 379

その他 1 3 59

合計 6 40 2,568

表１ 第二神明道路(名谷～玉津)の規制状況

出典）H27一般交通量調査

③通行規制時の代替性の不足

渋滞発生回数

出典）プローブデータ（通常時：H27.7平均、第二神明道路通行規制時：H27.7.17）
図６ 第二神明道路通行止め時の所要時間の差

出典）NEXCO西日本提供（H27-28）

・阪神地域と播磨地域の間の物流ネットワークが拡充されることで、定時性・速達性
が向上し、物流の効率化に寄与。

5.3 5.4 5.9
11.6

16.5
24.8

0.0

10.0

20.0

30.0

図５ 兵庫県ネクスコ管理道路の死傷事故率

出典）H27一般交通量調査、兵庫県警資料

全国平均（11件/億台km）

(件/億台km)

兵庫県自動車専用道路平均（19件/億台km）

図４ 第二神明道路の渋滞発生状況（平日、7時～19時）

兵庫県製造品出荷額 14.9挑円
（全国５位）

図１ 兵庫県に占める神戸市・
播磨地域関連の割合

事業所数
（242,915店）

71%

49%

52%

29%

51%

48%

0% 25% 50% 75% 100%

出典）H22一般交通量調査及びH26経済ｾﾝｻｽ

第二神明道路
利用交通

製造品出荷額
（14.9兆円）

神戸市・播磨地域 その他

図２ 第二神明道路（玉津IC
～伊川谷IC）の交通量
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約８割が
追突事故

・第二神明道路における渋滞解消による追突事
故の削減に寄与。

・神戸西バイパス開通区間（名谷～伊川谷）で
は死傷事故に占める追突事故の割合が低下。
（図８）

主要渋滞箇所

（伊川谷～明石西）

（千台/日）

H27交通容量 71千台/日

出典）一般交通量調査

交通容量を大きく超過

姫路方面

大阪方面

出典）NEXCO西日本提供（H28）

0
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60

H9 H27

４８件

３０件

２１件

約４割減

図８ 第二神明道路の事故状況

出典）兵庫県警（H27）

渋滞時間2,154時間
(年間、6時～18時)

↓
昼間12時間のうち
６時間渋滞に相当

死
傷
事
故
件
数
（
件
）

死傷事故（事故類型不明） 追突事故 その他事故

姫路港
（国際拠点港湾）

神戸港
（国際コンテナ戦略港湾）
コンテナ取扱貨物量日本２位

東播磨港
（重要港湾）

神戸空港

９件

神戸西BP開通区間（名谷～伊川谷）の
交通事故件数の変化

図７ 兵庫県臨海部の製造品出荷額分布

出典）H22工業統計（一般財団法人経済産業調査会）

H27.7.17 11:50～10:15(約22時間半）
大雨により明石西ﾗﾝﾌﾟ～須磨ランプが通行止め

第二神明道路

若宮

国道２号（第二神明道路の代替路）

明石西

神戸港

姫路港

【平常時】
第二神明道路利用 ６２分

【第二神明道路通行止時】
国道２号利用 ２２７分

神戸港～姫路港の所要時間

国際拠点
港湾

国際コンテナ
戦略港湾

１６５分悪化
国道２号【平常時：26.2km/h】

須磨

【国道２号の渋滞状況】

国道２号には主要渋滞箇所が多数存在し、
第二神明の通行止め時には重大な渋滞が
発生する

【第二神明通行止時：7.2km/h】

神戸西バイパス
（永井谷～石ヶ谷）

一般国道２号神戸西バイパス（永井谷～石ヶ谷）の事業概要
いしがたにながいだに

乗用車 小型貨物 普通貨物

約25,700台/日 約10,100台/日 約16,100台/日

※計画交通量は、H17一般交通量調査に基づく推計値
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ネットワーク 供用中区間に加え、事業中区間の供用予定を反映

交通量 Ｈ２２センサスに基づく推計

将来金利 年率４％

管理費 周辺の他路線の実績を基に設定

［算出条件］

有料事業費の算出条件
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